
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和５年度実績は、令和４年度現状地や令和５年度目標値より下回ってはいるが、ツアー数の増加など、ＫＰＩが

向上する要因もあることから、目標値の達成を見込めると考えられるため、見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

新型コロナウイルスの５類移行に伴い、ツアー数は前年度から18％増加したものの、主要なツアーが行われる日の天候に恵まれ

ず、参加者が減少してしまったため、目標値を達成することができなかった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 8,857 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 10,161 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 92.73 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 5166 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 5796 人 目標値 5912

時点･期間 R8年度

現状値 5462 人

目標値 5571.24 人 目標値 5683

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H27

終期

Ｋ  P  Ｉ

石鎚山系エコツアー参加者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

当初 事　項 石鎚山系地域資源活用共生事業費 予算主管課 自然保護課

事　業

概　要

石鎚山系の魅力発信及び環境保全促進のため、石鎚山系エコツーリズムの推進や県内への波

及、自然公園内でのワーケーション推進、石鎚山ヒルクライムの開催支援のほか、希少野生植

物等の保全対策等を講じる。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

イベント内容を老若男女問わず参加いただける内容としたことのほか、より多くの方に参加を検討いただけるよう、委託事業者に

よるイベント広報に加え、県のSNS等を活用することによって、目標値を上回る参加者を確保することができた。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

環境保全啓発イベント（山の学び舎　古岩屋：R5.9.23）を開催し、ハイキング等を通じて、四国カルスト県立自然公園古岩屋地

域の自然・歴史・文化を学ぶとともに、参加者が撮影した写真を用いて、専門家を含めた意見交換を行い、参加者全員の環境保全

意識の醸成を図ることができた。

千円

決算額 2,000 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 2,000 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

人 実績値 人

達成率 108.00 ％ 達成率 ％

人

実績値 54 人 実績値 人 実績値

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 人

目標値 50 人 目標値

時点･期間 R5年度 時点･期間 時点･期間

R5

Ｋ  P  Ｉ

イベント参加者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 名勝古岩屋魅力再発見事業費 予算主管課 自然保護課

事　業

概　要

四国カルスト県立自然公園古岩屋地域において、自然環境の大切さを学ぶ機会を

提供し、環境保全意識の醸成を図る。

始期 R5

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度は目標達成できなかったが、６年度は内示率が高かったため（国立公園整備事業費70%、国定公園等整備

事業費61%）、成果の向上が見込まれる。7年度についても、国に対し積極的な要望を行い、KPIの向上を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

国費の内示率が低かったため（国立公園整備事業費38％、国定公園等整備事業費50％）、未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 45,101 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 71,494 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 88.90 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 88.9 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 S36

終期

Ｋ  P  Ｉ

（更新）整備実施率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

ＫＰＩ値の設定がＲ５年度のイベント開催後となったため、同年度は実績値を確認することができないものの、イ

ベント参加者からは概ね好評であることをふまえると、ＫＰＩの目標値を達成することは可能と考えられることか

ら、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 自然公園等施設整備事業費 予算主管課 自然保護課

事　業

概　要

自然公園等の優れた自然環境の保護と適正な利用の促進を図り、利用者の安全を

確保するため、老朽化の著しい公園施設等を修繕・整備する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

ＫＰＩ値の設定がＲ５年度のイベント開催後となったため、同年度は実績値を確認することができないが、イベント参加者からは

概ね好評（楽しかった、勉強になった、また来たいと回答のあった割合：約82％）を得ている。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 4,993 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 5,273 千円
最終現計予

算額

実績値 %

達成率 - ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 不明 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 100 % 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 不明 %

目標値 100 % 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 S57

終期

Ｋ  P  Ｉ

自然環境保全の大切さを認識したイベント参加者数の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 自然公園等保全利用促進費 予算主管課 自然保護課

事　業

概　要

県立自然公園及び四国のみちの安全で快適な利用を促進するため、施設を適正に管理するとと

もに、宇和海海域公園において貴重な海中資源であるサンゴを保護するため、オニヒトデ等の

駆除を実施する。


